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スズメ目　ヒタキ科
［全長］　15cm
［時期］　秋から冬の間に見られる冬鳥

08

QRコード読み取りアプリで 
Facebookに飛んでみよう！

地面でエサを探す
ジョウビタキ

い
声
で
鳴
く
の
が
特
徴
で
、
見
た
目

や
鳴
き
声
か
ら
「
紋
付
き
鳥
」
や

「
ヒ
ン
カ
チ
」
と
い
う
名
で
親
し
ま

れ
て
き
た
身
近
な
鳥
で
す
。

　
冬
の
間
は
雌
雄
別
々
に
縄
張
り
を

持
ち
、
互
い
に
追
い
払
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
人
に
は
警
戒
心
が
あ
ま

　
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
は
、
秋
に
な
る

と
越
冬
す
る
た
め
に
日
本
へ
渡
っ

て
来
ま
す
。
オ
ス
は
顔
と
翼
が
黒

く
お
腹
が
オ
レ
ン
ジ
色
で
、
メ
ス

は
全
体
的
に
地
味
な
茶
色
で
す
。

ど
ち
ら
も
翼
に
白
班
が
あ
り
、

「
ヒ
ッ
ヒ
ッ
、
カ
ッ
カ
ッ
」
と
高

り
な
く
、
す
ぐ
近
く
ま
で

寄
っ
て
く
る
こ
と
も
あ

る
、
と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ

ー
な
鳥
で
す
。

き
ら
ら
浜
自
然
観
察
公
園     

　
　
　
　
　
　
信
木
　
愛

今月の鳥

ジョウビタキ

「あじさいロード」を目指して

阿
知
須
合
同
納
骨
塔
周
辺
の
環
境
整
備

ま
で
の
２
０
０
㍍
に
遊
歩

道
が
新
設
さ
れ
、
両
脇
に

ア
ジ
サ
イ
約
６
０
０
本
を

植
樹
。「
あ
じ
さ
い
ロ
ー

ド
」
を
目
指
し
て
、
先
月

26
日
も
41
人
の
地
域
住
民

が
草
刈
り
や
ア
ジ
サ
イ
の

挿
し
木
に
汗
を
流
し
た
。

「
専
門
家
に
頼
む
の
で
は

な
く
、
住
民
が
手
作
り
で

整
備
し
て
き
た
道
。
名
所

の
一
つ
に
な
れ
ば
」
と
山

田
会
長
。

　
今
年
、
公
募
で
愛
称
が

「
あ
じ
す
ふ
る
さ
と
の
丘

公
園
」
に
決
ま
っ
た
。

　
阿
知
須
地
域
づ
く
り
協

議
会
（
山
田
好
男
会
長
）

と
阿
知
須
合
同
納
骨
塔
奉

賛
会
（
竹
重
信
義
会
長
）

ら
が
協
力
し
、
阿
知
須
合

同
納
骨
塔
周
辺
の
環
境
が

整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
桜
の
名
所
「
岡
山
桜

園
」
か
ら
納
骨
塔
駐
車
場

No.166

阿知須

　
現
在
、
阿
知
須
合
同
納
骨
塔
周
辺
が
地
域
住
民
の

手
に
よ
っ
て
、
美
し
く
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
。
愛
称
も
新
た
に
決
ま
っ
た
。

第１部

き
ょ
う
は
２
部
だ
て

19
年
度
後
期
講
座
開
催
中

“
市
民
手
作
り
”の「
や
ま
ぐ
ち
街
な
か
大
学
」

す
く
す
く
子
育
て
・
子
ど
も

の
環
境
を
整
え
る
・
16
日

（
土
）
午
後
１
時
〜
３
時
③
＝

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
勉
強
会
～

世
界
の
記
念
館
・

16
日

（
土
）
午
後
２
時
〜
４
時
▽
森

の
学
校
～
教
室
が
森
、
森
が

教
室
・
30
日（
土
）
午
前
９
時

半
〜
午
後
１
時
▽
ク
ラ
フ
ト

で
山
口
の
地
域
を
つ
な
ぐ

﹁
つ
む
ぎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂・

14
日（
木
）
午
前
10
時
〜
正
午

▽
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
と
ス
ピ
ノ

ザ
・
８
日（
金
）
午
後
７
時
〜

８
時
半
▽
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ

ッ
ト
講
座
・
16
日（
土
）
午
前

10
時
〜
正
午
▽
大
内
文
化
と

山
口
市
・
12
月
14
日（
土
）
午

後
２
時
〜
４
時
④
＝
ま
ち
の

音
楽
室
Ｃ
Ｄ
コ
ン
サ
ー
ト
・

同
21
日（
土
）
午
後
７
時
〜
９

時
10
分
▽
Ｖ
Ｒ
体
験
講
座
・

10
日（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

　
最
新
情
報
や
詳
細
は
、
ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト
（http://

www.idom.jp/

）
を
参
照
の

こ
と
。
内
容
・
日
時
等
が
変

更
に
な
る
場
合
も
あ
る
。
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

同
事
務
局
（

０
８
０

－

５

２
３
８

－

３
３
９
８
）
へ
。

　
２
０
０
１
年
の
設
立
以

来
、
市
民
が
持
ち
寄
っ
た
テ

ー
マ
を
自
分
た
ち
の
力
で
学

ん
で
い
く
「
Ｉ
（
い
つ
で

も
）、
Ｄ
（
だ
れ
で
も
）、
Ｏ

（

大

い

に

）、

Ｍ
（

学

べ

る
）」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し

た
〝
市
民
手
作
り
の
大
学
〞

「
や
ま
ぐ
ち
街
な
か
大
学
」

（
廣
中
平
祐
学
長
）
が
、
本

年
度
後
期
講
座
を
開
講
中
。

途
中
か
ら
の
受
講
も
可
能

で
、
一
部
を
除
き
受
講
は
無

料
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
、

①
ゼ
ミ
②
研
究
会
③
講
座
④

イ
ベ
ン
ト
の
４
ジ
ャ
ン
ル
が

あ
る
。
テ
ー
マ
・
次
回
開
催

日
時
は
次
の
通
り
。

　
①
＝
ま
ち
の
未
来
・
イ
メ

ー
ジ
工
房
・
11
月
（
開
催
日

未
定
）
午
後
２
時
〜
３
時
半

▽
現
代
ア
ー
ト
考
・
未
定
②

＝
ま
ち
づ
く
り
の
森
・
12
日

（
火
）
午
後
６
時
半
〜
８
時
半

▽
家
族
学
研
究
会
・
未
定
▽
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高
校
サ
ッ
カ
ー
県
決
勝
戦

チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト

市民吹奏楽団「山口ブラスソサエティ」
第３３回定期演奏会第

33
回
定
期
演
奏
会
が
、
４

日（
月
・
振
休
）
午
後
２
時
か

ら
開
催
さ
れ
る
。
会
場
は
維

新
百
年
記
念
公
園
野
外
音
楽

堂
（
維
新
公
園
４
）
で
、
入

場
は
無
料
。

　
第
１
部
は
、
吹
奏
楽
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
を
演
奏
す
る
ク

ラ
シ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
。「
セ

レ
モ
ニ
ア
ル
・
マ
ー
チ
」

「
さ
く
ら
の
う
た
」「
狂
詩
曲

『
祭
り
』
〜
津
軽
の
鼓
動
」

「
マ
ー
ド
ッ
ク
か
ら
の
最
後

の
手
紙
」
な
ど
が
演
奏
さ
れ

る
。

　
第
２
部
は
「
平
成
か
ら
令

和
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
平
成

を
代
表
す
る
映
画
音
楽
や
、

ド
ラ
マ
主
題
歌
な
ど
を
中
心

に
し
た
ポ
ッ
プ
ス
ス
テ
ー
ジ

に
な
る
。「
私
の
お
気
に
入

り
」「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
・

メ
ド
レ
ー
」「
優
し
い
あ
の

子
」「
平
成
ド
ラ
マ
・
テ
ー

マ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」「
ス

ピ
リ
テ
ィ
ッ
ド
・
ア
ウ
ェ
イ

《
千
と
千
尋
の
神
隠
し
》
よ

り
」
な
ど
が
披
露
さ
れ
る
。

10
日（
日
）
午
後
０
時
５
分
に

キ
ッ
ク
オ
フ
。
入
場
料
は
１

千
円
（
高
校
生
５
０
０
円
、

中
学
生
以
下
は
無
料
）
で
、

来
場
者
先
着
５
０
０
人
に
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
テ
ッ
カ
ー
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
。

　
10
月
27
日
の
２
回
戦
終
了

時
点
で
、
市
内
か
ら
は
山
口

高
、
中
央
高
、
西
京
高
が
ベ

ス
ト
16
に
残
っ
て
い
る
。
き

ょ
う
２
日
に
３
回
戦
、
あ
す

３
日
に
準
々
決
勝
が
開
催
。

９
日（
土
）
の
準
決
勝
は
お
の

だ
サ
ッ
カ
ー
交
流
公
園
（
山

陽
小
野
田
市
）
で
行
わ
れ
、

勝
ち
抜
い
た
２
チ
ー
ム
が
決

勝
の
舞
台
に
上
が
る
。

　
サ
ン
デ
ー
山
口
で
は
、
決

勝
戦
の
招
待
券
を
、
読
者
20

人
（
先
着
）
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
希
望
者
は
、
平
日

の
午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時

の
間
に
ご
来
社
く
だ
さ
い
。

　
第
98
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ

ー
選
手
権
の
県
大
会
決
勝
戦

が
、
維
新
み
ら
い
ふ
ス
タ
ジ

ア
ム
（
維
新
公
園
４
）
で
、

　
１
９
８

５
年
に
結

成
さ
れ
た

市
民
吹
奏

楽
団
「
山

口
ブ
ラ
ス

ソ
サ
エ
テ

ィ
」（

☎

０

８

３

－

９

２

８

－

０
６

０
０
）
の

４
日

１０日
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事例 1086

消費生活相談 御
存
じ
で
す
か
？「
警
告
メ
ッ

セ
ー
ジ
付
き
通
話
録
音
装
置
」

　【
相
談
】
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
高
齢
者
が
電

話
詐
欺
の
被
害
に
遭
っ
た
と
い
う
報
道
が

多
い
。
離
れ
て
暮
ら
す
高
齢
の
親
の
た
め

に
、
何
か
対
策
は
あ
る
か
。

　【
回
答
】
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、

ま
ず
電
話
が
鳴
っ
て
も
す
ぐ
に
出
な
い

で
、
相
手
を
確
認
し
て
か
ら
出
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
す
。
留
守
番
電
話
や
ナ
ン
バ

ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
使
用
も
有
効
で
す
。

　
そ
れ
で
も
、
電
話
が
鳴

っ
た
ら
す
ぐ
出
て
し
ま
う

と
い
う
方
に
お
す
す
め
な

の
が
、
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ

付
き
通
話
録
音
装
置
で

す
。
電
話
に
取
り
付
け
る

と
、
呼
出
音
が
鳴
る
前
に
「
こ
の
電
話

は
被
害
防
止
の
た
め
、
会
話
内
容
が
自

動
録
音
さ
れ
ま
す
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
、
電
話
を
掛
け
た
側
に
流
れ
ま

す
。
会
話
を
録
音
さ
れ
る
と
困
る
よ
う

な
業
者
は
、
通
常
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
中

に
電
話
を
切
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
通
話
録
音
装
置
は
、
電
器
店
で

購
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
ご
家
庭
に
あ

る
大
半
の
電
話
機
に
取
り
付
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
最
近
は
あ
ら
か

じ
め
装
置
が
組
み
込
ま
れ
た
電
話
機
も

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
１
万

円
前
後
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
県
内
で
は
、
無
料
で
装
置
の
貸
出

を
行
っ
て
い
る
市
や
町
も
あ
り
ま
す
。

　
お
困
り
の
際
は
、
最
寄
り
の
消
費
生

活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

県消費生活センター（相談電話 083-924-0999）

２０日

松
崎
し
げ
る
が
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー

前
日
が
70
歳
の
誕
生
日

ＨＯＬＡ！　やまぐちスペインフィエスタ
「スペインを体感して！」

あ
す

　
あ
す
３

日
午
前
10

時
半
か
ら

午
後
６
時

ま
で
、
今

年
で
13
回

目
と
な
る

「

Ｈ
オ

Ｏ

Ｌ
ラ

Ａ
！
　

や
ま
ぐ
ち

ス
ペ
イ
ン

フ
ィ
エ
ス

タ
」
が
、
市
中
心
商
店
街
を

舞
台
に
開
か
れ
る
。
県
が
ス

ペ
イ
ン
・
ナ
バ
ラ
州
、
市
が

ナ
バ
ラ
州
都
・
パ
ン
プ
ロ
ー

ナ
市
と
姉
妹
提
携
を
結
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
「
ス
ペ
イ

ン
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
開
催

さ
れ
る
催
し
だ
。

　
ま
ず
、
特
設
の
「
フ
ラ
メ

ン
コ
ス
テ
ー
ジ
」
が
み
ず
ほ

銀
行
前
に
設
置
。
情
熱
的
な

シ
ョ
ー
が
、
午
前
11
時
か
ら

午
後
４
時
半
ま
で
繰
り
広
げ

ら
れ
る
。
一
方
、
山
口
井
筒

屋
前
に
は
「
ダ
ン
ス
ス
テ
ー

ジ
」
が
置
か
れ
、
６
団
体
に

よ
る
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、
チ
ア

ダ
ン
ス
、
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
な

ど
が
、
午
前
11
時
か
ら
次
々

に
披
露
さ
れ
る
。

　「
大
鍋
パ
エ
リ
ア
実
演
販

売
」
は
Ｎ
ａ
ｃ
前
で
。
チ
ケ

ッ
ト
販
売
（
３
０
０
円
、
１

人
５
枚
ま
で
）
は
午
前
11

時
、
配
食
は
午
後
０
時
半
か

ら
。
５
０
０
食
分
の
パ
エ
リ

ア
が
炊
き
あ
げ
ら
れ
る
。

　「
ス
ペ
イ
ン
グ
ル
メ
フ
ィ

エ
ス
タ
」
は
、
道
場
門
前
に

　
松
崎
し
げ
る
の
デ
ィ
ナ
ー

シ
ョ
ー
が
、
20
日（
水
）
に
防

府
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
（
防
府

市
）
で
開
か
れ
る
。

　
大
ヒ
ッ
ト
曲
「
愛
の
メ
モ

リ
ー
」（
１
９
７
７
年
）
で

知
ら
れ
る
実
力
派
歌
手
の
松

崎
。
最
近
も
「
松
崎
し
げ
る

と
も
も
ク
ロ
の
く
ろ
旅
」

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
へ
の
出
演
や
、

29
日（
金
）
放
送
の
ル
パ
ン
三

世
テ
レ
ビ
ス
ペ
シ
ャ
ル
で
ゲ

ス
ト
ボ
ー
カ
ル
を
務
め
る
な

ど
、
精
力
的
に
活
動
中
だ
。

午
前
11
時
オ
ー
プ
ン
。
10
店

舗
が
午
後
６
時
ま
で
並
ぶ
。

　
ほ
か
に
も
、
ト
マ
テ
ィ
ー

ナ

菓

子

ま

き
（

５

時

半

〜
）、
ス
ペ
イ
ン
講
座
、
ス

ペ
イ
ン
衣
装
体
験
等
催
し
盛

り
だ
く
さ
ん
。
詳
細
は
、
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
「
山
口
街
中
」

（http://www.yamaguchi-
machinaka.com/

）
で
確
認

で
き
る
。

　
当
日
は
２
回
公
演
。
第
１

部
は
午
後
４
時
か
ら
で
、
第

２
部
は
７
時
か
ら
。
49
年
11

月
19
日
生
ま
れ
の
松
崎
は
、

前
日
が
70
歳
の
誕
生
日
。
歌

い
な
が
ら
各
テ
ー
ブ
ル
を
巡

る
の
で
、
70
歳
台
初
と
な
る

歌
唱
を
、
間
近
で
見
ら
れ
る

ま
た
と
な
い
機
会
だ
。

　
料
金
は
、
１
人
２
万
３
千

円
（
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
）。

問
い
合
わ
せ
・
予
約
は
同
ホ

テ
ル
（

０
１
２
０

－

３
０

－

１
１
５
５
）
へ
。
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2019年も残りわずか！ サンデー山口が厳選したぶちええお店をご紹介します！！

❶参加人数を決める
❷日程を決める
❸会場を決めて、予約する
❹当日のタイムテーブルを作る

❺挨拶をする人を決めて、お願いする
❻参加者名、および参加人数の確認
❼参加者へ会場・料金を知らせる

忘・新年会幹事の基本の「き」～準備編～

事前にしっかりと準備して、宴会を盛り上げましょう！

会社
版幹事の心得

一．準備はぬかりなく
一．仕切りよりも、気遣いが大事
一．帰り際まで手を抜かない

進行やスピーチ内容は事前に確認しておくと困らない 

幹事は黒子になるべし

会計は事前に済ませておくべし

サ
ン
デ
ー
山
口（
山
口
版
）は
、朝
日
・
毎
日
・
読
売
・
中
国
・
日
経
へ
の
新
聞
折
り
込
み（
山
口
市
内
全
域
）、各
所
へ
の
紙
面
設
置
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開（http://w

w
w
.sunday-yam

aguchi.co.jp

）等
の
方
法
に
よ
っ
て
、み
な
さ
ま
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
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二
島
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長 

上
田
　
和
治

二
島
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
完
成
を
祝
し
て

新しい二島地域交流センター完成！

　
１
９
４
７
年
９
月
の
教
育
振
興
会
発
足
が
、
二
島
地
区

で
の
実
質
的
な
公
民
館
開
館
に
あ
た
る
。
事
務
所
は
二
島

中
内
に
設
置
。
48
年
ま
で
同
中
は
二
島
小
の
遊
休
教
室
を

間
借
り
し
て
お
り
、
教
室
を
転
々
と
す
る
状
況
だ
っ
た
。

　
49
年
に
教
育
振
興
会
は
解
散
し
た
が
、
婦
人
会
員
や
青

年
団
員
の
支
持
も
受
け
て
同
年
４
月
、
市
公
民
館
設
置
条

例
公
布
を
機
に
市
立
二
島
公
民
館
が
二
島
小
内
に
設
置
。

　
56
年
、
小
学
校
の
第
一
期
改
築
工
事
に
伴
い
、
移
転
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
か
ら
建
設
委
員
会
が
結
成
。
58
年

つ
い
に
秋
穂
二
島
出
張
所
境
内
に
改
築
と
同
時
の
公
民
館

建
築
が
決
定
。
59
年
３
月
竣
工
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
交
流

活
動
の
拠
点
と
し
て
愛
さ
れ
た
が
、
老
朽
化
に
伴
い
78
年

８
月
に
解
体
、
79
年
３
月
現
在
地
（
旧
施
設
）
に
新
築
さ

れ
た
。

　
２
０
０
５
年
10
月
、
１
市
４
町
合
併
に
伴
い
、
二
島
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
名
称
が
変
更
と
な
っ
た
。

防災拠点としての機能整備、雨水ろ過装置も新設
　
生
涯
学
習
活
動
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
に
ぎ
わ
う
二
島
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
。

老
朽
化
に
伴
い
、
２
０
１
７
年
11
月
か
ら
建
て
替
え
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
新
セ

ン
タ
ー
の
建
物
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
10
月
21
日
に
供
用
開
始
さ
れ
た
。

　
１
９
７
９
年
（
78
年
度
）
に
建
設
さ
れ

た
二
島
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
ほ
ど

そ
の
役
目
を
終
え
、
新
た
な
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
が
10
月
21
日
に
供
用
開
始
と
な
り

ま
し
た
。

　
41
年
前
に
建
設
さ
れ
た
旧
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
の
皆
様
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ

く
り
の
拠
点
施
設
と
し
て
多
く
の
皆
様
に

利
用
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
や
出

会
い
を
生
み
ま
し
た
。

　
新
二
島
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
延
べ

床
面
積
約
１
７
０
０
平
方
㍍
と
、
こ
れ
ま

で
と
比
べ
て
約
４
倍
の
広
さ
を
有
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
木
材
を
使
用

し
、
太
陽
光
を
取
り
込
む
な
ど
自
然
の
ぬ

く
も
り
を
感
じ
ら
れ
る
つ
く
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
皆
様
の
地
域
づ
く
り
、

生
涯
学
習
、
防
災
拠
点
の
場
と
し
て
、
十

分
に
そ
の
役
割
を
担
え
る
よ
う
に
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
職
員
一
同
努
力
し
て
い
く
所

存
で
す
。

　
最
後
に
、
セ
ン
タ
ー
建
設
に
あ
た
り
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
関
係
者
の

皆
様
方
に
御
礼
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
新
セ
ン
タ
ー
は
、
旧
セ
ン

タ
ー
の
裏
側
に
建
設
。
構
造

は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平

家
建
て
（
地
階
・
１
階
）

で
、
下
の
階
が
柱
だ
け
の
空

間
と
な
る
「
ピ
ロ
テ
ィ
様

式
」
が
市
内
の
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
と
し
て
は
唯
一
採
用

さ
れ
た
。
地
形
や
形
状
に
合

わ
せ
た
土
地
の
有
効
活
用
が

目
的
で
、
地
階
は
倉
庫
（
収

納
ス
ペ
ー
ス
）
と
な
っ
て
い

る
。
延
べ
床
面
積
は
１
７
０

２
・
66
平
方
㍍
と
、
旧
セ
ン

タ
ー
（
４
２
７
平
方
㍍
）
の

約
４
倍
の
広
さ
に
な
っ
た
。

　
会
議
室
、
調
理
室
、
学
習

室
（
図
書
コ
ー
ナ
ー
）、
和

室
、
多
目
的
室
な
ど
の
生
涯

学
習
機
能
を
は
じ
め
、
団
体

事
務
室
な
ど
の
地
域
づ
く
り

機
能
を
完
備
。
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
で
、
多
目
的
ト

イ
レ
や
授
乳
室
も
整
備
さ
れ

て
い
る
。

　
ま
た
、
シ
ャ
ワ
ー
室
等
防

災
拠
点
と
し
て
の
機
能
も
備

え
、
消
防
車
庫
や
詰
所
も
合

築
。
さ
ら
に
、
災
害
等
で
の

断
水
時
へ
の
備
え
や
省
水
力

化
を
図
る
た
め
、
市
内
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
で
初
め
て
、

雨
水
を
ろ
過
す
る
装
置
が
設

け
ら
れ
た
。
ろ
過
し
た
雨
水

は
ト
イ
レ
を
流
す
水
と
し
て

使
用
。
地
下
の
貯
水
タ
ン
ク

に
約
30
㌧
を
た
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
１
９
７
９
年
に
建
設
さ
れ

た
旧
セ
ン
タ
ー
（
旧
二
島
公

民
館
）
は
、
老
朽
化
に
伴

い
、
秋
穂
二
島
地
区
連
合
自

治
会
が
２
０
１
１
年
に
建
て

替
え
に
つ
い
て
の
要
望
書

を
、
12
年
に
再
要
望
を
市
に

提
出
。
15
年
に
同
セ
ン
タ
ー

建
設
委
員
会
が
開
設
さ
れ
、

18
年
６
月
か
ら
新
築
建
て
替

え
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

た
。
今
後
解
体
さ
れ
、
駐
車

場
と
し
て
整
備
さ
れ
る
。
セ

ン
タ
ー
建
設
・
解
体
・
整
備

の
総
事
業
費
は
、
約
８
億
７

５
０
０
万
円
。

地
域
の
暮
ら
し
や
交
流
を
守
る
拠
点
に

第２部

旧センターの壁に寄せ書き

き
ょ
う
は
２
部
だ
て

　地域の方から思い出に壁面を活用したい
要望があり、10月31日まで壁面の一部を
提供。地域活動やイベントなどで利用した
地域の人々による思い出や感謝の言葉、イ
ラストなどが思い思いにつづられた。

こ
れ
ま
で
の
歩
み
二
島
公
民
館
か
ら

二
島
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
へ



2019年（令和元年）１１月２日㈯　２サンデー山口

入
居
す
る
地
域
団
体

調理室

清掃活動の様子

美濃ヶ浜海浜広場

一般書、児童書等約3000冊の蔵
書がある。

地域づくりの拠点として、ユ
ニバーサルデザインでバリア
フリーに配慮した構造。また、
災害時の避難場所としても対
応できるよう、シャワー室等
も備えている。

四方は倉庫で、柱の奥に「雨水ろ
過装置」、雨水貯留槽、雑用水受水
槽、消火ポンプ室には消火水槽が
ある。なお、敷地の南東側には上
階に通じる階段が整備されている。

会 議 室 大-1、2、 倉 庫（ 兼 会 議
室）、会議室（中）には可動の間仕
切りが備えられている。すべてを
外して1室とした場合の面積は約
240平方㍍。

毎週月・火・木曜の午前10時か
ら午後3時は、「二島つどいの広場 
あそぼう家」の活動場所としても
使用される。

地
域
の
交
流
活
動
拠
点
と
し
て
今
後
も
貢
献

落
成
記
念
式
典
で
は
園
児
の
ス
テ
ー
ジ
や
も
ち
ま
き
も

授乳室、多目的トイレ

学習室（図書コーナー）

ピロティ様式と
雨水ろ過装置

会議室

多目的室

和室

「あそぼう家」の様子

　
10
日（
日
）
午
前
10
時
か
ら

は
落
成
記
念
式
典
が
開
催
さ

れ
る
。
式
典
後
は
、
10
時
半

か
ら
二
島
幼
稚
園
の
園
児
に

よ
る
歌
と
ダ
ン
ス
の
ス
テ
ー

ジ
が
、
10
時
45
分
か
ら
は
も

ち
・
菓
子
ま
き
が
実
施
さ
れ

る
。

　
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
は
「
遊

び
に
お
い
で
よ
！
『
子
ど
も

広
場
』」
が
開
催
。
ｃこ

　

こ

ｏ
ｃ

ｏ

－

ｅえ

み

ｍ
ｉ
代
表
の
小
林
洋

子
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
こ
こ

ろ
穏
や
か
笑
顔
の
子
育
て
」

も
あ
る
。
聴
講
無
料
で
、
事

前
申
し
込
み
も
不
要
。

　
な
お
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は

子
育
て
世
代
の
交
流
を
目
的

と
し
た
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
開

催
も
盛
ん
だ
。
毎
週
月
・

火
・
木
曜
の
午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
は
「
二
島
つ

ど
い
の
広
場
『
あ
そ
ぼ
う

家
』」
が
開
設
。
ま
た
、
12

月
５
日（
木
）
に
は
未
就
園
児

親
子
を
対
象
に
し
た
育
児
講

座
「
親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク
」

と
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
開

か
れ
る
（
11
月
21
日
ま
で
に

要
申
し
込
み
）。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
団
体
事
務

室
に
は
、
秋
穂
二
島
地
区
連

合
自
治
会
と
秋
穂
二
島
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
が
入
居
し

て
い
る
。

　
前
者
は
、
自
然
環
境
お
よ

び
生
活
環
境
の
保
護
、
人
権

教
育
な
ど
を
通
し
て
地
域
課

題
の
解
決
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
意
識
向
上
を
図
り
、
ま
ち

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
団
体
で
、
地

域
内
の
各
団
体
に
対
し
て
、

市
か
ら
の
交
付
金
を
活
用
し

た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
主

に
美
濃
ヶ
浜
清
掃
（
年
4

回
）・
美
濃
ヶ
浜
海
浜
公
園

整
備
と
管
理
・
兜
山
古
墳
整

備
な
ど
。
な
お
、
10
月
21
日

か
ら
同
自
治
会
の
電
話
番
号

が
０
８
３

－

９
８
４

－

２
６

３
４
に
変
更
と
な
っ
た
。

　
後
者
は
、
高
齢
者
、
障
が

い
者
、
児
童
等
の
見
守
り
や

訪
問
活
動
を
行
い
、
秋
穂
二

島
地
域
の
社
会
福
祉
の
増
進

を
図
る
団
体
。
災
害
時
要
援

護
者
対
策
に
も
注
力
し
、
防

災
訓
練
の
実
施
や
マ
ニ
ュ
ア

ル
づ
く
り
な
ど
に
も
対
応
し

て
い
る
。

地域ぐるみで清掃活動にも注力
　
今
年
７
月
に
海
浜
広
場
が
新
た
に
整
備
さ

れ
た
美
濃
ヶ
浜
で
は
、
秋
穂
二
島
地
区
連
合

自
治
会
主
体
で
海
岸
清
掃
美
化
活
動
「
ビ
ュ

ー
テ
ィ
美
濃
ヶ
浜
」
が
年
４
回
実
施
さ
れ
て

い
る
。
地
元
の
幼
稚
園
児
、
小
・
中
学
校
の

児
童
・
生
徒
や
障
害
者
支
援
施
設
「
山
口
秋

穂
園
」（
恒
松
成
人
理
事
長
）
等
と
連
携
・
協

働
し
、
秋
穂
湾
に
の
ぞ
む
美
し
い
海
の
景
観

を
守
っ
て
い
る
。

　
そ
の
長
年
の
功
績
を
称
え
ら
れ
、
２
０
１

８
年
５
月
に
同
自
治
会
が
、
19
年
５
月
に
山

口
秋
穂
園
が
県
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
協
会
会

長
表
彰
を
受
け
た
。

　
ま
た
、
岩
屋
半
島
（
美
濃
ヶ
浜
半
島
）
に
あ
る
「
兜
山

古
墳
」
周
辺
の
清
掃
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
12
年
に
は

山
道
の
整
備
や
古
墳
を
紹
介
す
る
解
説
板
も
設
置
さ
れ

た
。
こ
の
半
島
は
県
内
で
初
め
て
縄
文
遺
跡
が
発
見
さ
れ

た
場
所
。
兜
山
古
墳
は
１
９
６
０
年
に
発
見
さ
れ
た
５
世

紀
ご
ろ
の
円
墳
で
、
標
高
約
20
㍍
の
花
崗
岩
丘
山
頂
に
あ

る
。
山
口
湾
を
挟
ん
で
き
ら
ら
ド
ー
ム
や
周
防
大
橋
も
見

渡
せ
る
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
、
地
域
外
か
ら
訪
れ
る
人
も

多
い
と
い
う
。

地階 

１階 




